
歯学部のクラブ活動紹介

歯学科４年 目 黒 史 也

私たち歯学部バレーボール部は、男子部12名（内

マネージャー４名）、女子部15名の計27名（2013年

６月末現在）で活動しています。主将である私を

含め、部員の多くは大学からバレーボールを始め

た初心者ですが、経験者や先生方の指導のもと、

毎回楽しく練習を行っています。練習日は男女と

もに週二回と少ないですが、質の高い練習ができ

るよう、部員それぞれが工夫をしながら取り組ん

でいます。

私自身、バレーボールを始めようと思ったきっ

かけは、単純に経験者の同級生に誘われたからに

すぎませんが、今となっては中高と部活として取

り組んでいた陸上競技に匹敵するほど大好きなス

ポーツです。

しかし残念なことに、日本におけるバレーボー

ルの競技人口はあまり多くなく、一般の方にとっ

てメジャーなスポーツとは言い難いのかもしれま

せんが、バレーボールの魅力は他の球技にはない

特殊性にあると思います。

代表的なものとして、バレーではルール上、一

人の選手がワンマンプレイをすることはほぼ不可

能です。つまり、チームメイトとのコミュニケー

ションが必要不可欠となります。強力な選手が１

人いても、勝てるとは限らない、ということです。

そんなバレーボールの魅力に取りつかれた私た

ちの目標は、もちろん毎年夏に行われるオールデ

ンタルでの優勝です。数年前には男子準優勝を経

験している我が部ですが、私が入学してからは大

きな活躍もなく、低迷しています。しかし、だか

らこそ今年こそは、と士気が上がる一方です。

私たちはコーチもおらず、生徒のみで練習メ

ニューを組んでいるため、内容に至らぬ点は多い

のかもしれませんが、その分自分のチームを分析

し、練習内容を検討することには楽しさもあり、

またチームメイトの意見を取り入れ、各々がチー

ムに参加している意識を持つことにつながるいい

側面も持ち合わせていると思います。何より、そ

うしてチームのことを真剣に考え、勝つためのビ

ジョンを共有することこそが、チームスポーツの

醍醐味と言えるのではないでしょうか。

初めは長く個人競技を続けていたせいか、チー

ムプレーに慣れない点も多くありましたが、仲間

を支え、仲間に支えられ、チーム全体で積み上げ

た努力で１点を掴み取る、そんな感覚がいつしか

私にはかけがいのないものになっていました。

今後とも、仲間とともにバレーボールを続けら

れるこの日々を嚙みしめて、たゆまぬ努力を続け

ていきたいと思います。
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歯学科５年 竹 内 涼 子

私たちは国際交流サークルNEXUS（ネクサ

ス）です。このサークルは、発足してまだ２年と

若いのですが、現在約30名のメンバーとともに国

際交流に関わる活動を行っています。メンバーは、

海外の大学歯学部への短期留学を経験した人を中

心に構成されていて、本学での活動として、その

交流大学の留学生が来学した際に滞在期間中のサ

ポートをしています。また普段の定期活動では、

さまざまなトピックで英語でのプレゼンテーショ

ンなどをおこなっており、留学生と関わる際の助

けになるように語学力の向上に努めています。

私たちがこれまで交流してきた国（大学）は、

タイ（３校）、インドネシア（２校）、台湾、メキ

シコ、スリランカ、インドの６ヶ国９校です。留

学生の本学でのプログラムは約２週間で組まれて

おり、平日は各科を回り休日は新潟や周辺地域の

観光をしています。その滞在期間中、私たちは留

学生の自由時間に行動を共にするのですが、たと

えば食事であれば、新潟のおいしいお米や魚介類

を紹介したり日本の作法を教えたりできるので、

私たちにとっても嬉しく楽しいひと時です。一方

で、時に宗教上の理由や食文化の違いで食べても

らうことできなかったり気に入ってもらえない

と、やはり外国の方におもてなしをすることの難

しさを感じます。しかし、留学生の方もみな私た

ちのおもてなしに感謝や気遣いを示してくれ、中

には必死にお箸を使って食べてくれたり日本のさ

さいな慣習もまねてくれる学生もいます。休日の

観光案内では、市内周遊や弥彦神社といった県内

観光はもちろん、会津や東京まで遠出をして一緒

に旅行気分で案内をしています。休日を留学生と

一緒に過ごすと日本人とは違った感覚でさまざま

なものをみている様子が分かるので、私たちが気

付かなかった面白い視点を発見できます。このよ

うにNEXUS の活動を通して海外の学生と交

流を重ねることで、新しい価値観に触れられるだ

けでなく自国についての理解も深めることができ

ます。

NEXUS は、交換留学プログラムのスタート

を機に発足したため、単独の活動としては正直ま

だ軌道にのっているとはいえません。しかし若い

サークルだからこそ発足時の勢いをそのままに今

後さらに質の高い活動に発展できたらと思ってい

ます。これまでは、海外の大学への訪問や留学生
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の受け入れを通して、前述の通り新しいものに触

れ自分たちの視野の狭さを感じるのみでした。し

かしそれを経験した以上、これからはそれをふま

えた上で日本の歯学生として外に発信できること

を獲得し適切に伝えていけるように、私たち自身

が学んで変わっていかなければと思っています。

普段の活動も、「英語を話す」から「英語で話す」

が当たり前になるような内容の濃いものに展開し

ていきたいです。

日々の学生生活では、目の前の実習や課題で

いっぱいいっぱいで、国際的に……なんて考える

余裕はとてもありません。しかし、NEXUS の活

動に関わることで、日常を俯瞰的に見なおし広い

視野で考えることを思い出すことができます。狭

い歯科業界に携わる者だからこそこのような活動

は大切にしていきたいですし、またNEXUS を

通して出会った世界中の人たちと将来またご縁が

あることもひそかに期待しています。
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